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今
年
の
世
界
大
会
は
長

崎
開
催
で
し
た
が
、
８
月

４
日(

金)

に
「
国
民
平
和

大

行

進
」
終

結

集

会

～

「
ペ
ナ
ン
ト
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」
、
６
日(

日)

に

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

終
結
集
会
で
、
東
京
～

広
島
間

91
日
行
進
さ
れ
た

村
上
厚
子
さ
ん(

広
島
市
東

区
在
住)

は
、
「
行
進
の
原

動
力
は
、
広
島
市
で
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
核
兵
器
禁
止
条
約
に

一
言
も
触
れ
ず
、
核
抑
止

論
肯
定
の
岸
田
首
相
へ
の

怒
り
で
し
た
」
と
発
言
さ

れ
ま
し
た
。 

 

６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー

集
会
に
は
１
５
０
０
名
う

ち
広
島
自
治
労
連
か
ら

65

名
が
参
加
。
サ
ー
ロ
節
子

さ
ん
は
、
罪
の
な
い
市
民

を
無
差
別
虐
殺
し
た
原
爆

投
下
に
対
す
る
怒
り
が
核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
原
動

力
で
あ
り
、
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
で
核
兵
器
禁
止
条

約
や
軍
備
撤
廃
に
つ
い
て

一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
も
強
い
抗
議
を
さ
れ

ま
し
た
。 

 

７
日(
月)

～
８
日(

火)

の
長
崎
大
会
に
は
述
べ
７

６
０
０
人
、
広
島
自
治
労

連
か
ら
４
名
が
参
加
。
特

別
発
言
で
は
慶
応
大
名
誉

教
授
小
林 

節
さ
ん
が
、
倫

理
性
を
も
つ
人
類
が
核
兵

器
の
非
人
道
性
を
発
信

し
、
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
批
准
を
求
め
よ
う
、

そ
の
た
め
に
来
る
べ
き
総

選
挙
の
争
点
に
核
兵
器
廃

絶

を
、
と

強

調

し

ま

し

た
。 

 

分
科
会
で
は
、
日
本
被

団
協
中
央
相
談
所
の
原
玲

子

さ

ん(

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ
ー)

が
、
被
団
協
の
２
本

柱
「
核

兵

器

廃

絶
」
と

「
国
家
補
償
と
し
て
の
被

爆
者
援
護
法
制
定
」
は
日

本
政
府
が
二
度
と
戦
争
を

し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、

今
な
お
求
め
続
け
て
い
る

こ
と
、
被
爆
者
が
こ
れ
ま

で
生
き
て
き
た
歴
史
は
す

べ
て
異
な
り
、
一
人
一
人

へ
の
一
般
調
査
・
医
学
調

査
・
生
活
史
調
査
を
行
う

こ
と
が
そ
の
人
に
寄
り
添

い
、
人
と
し
て
生
き
て
い

く
う
え
で
何
が
大
事
か
を

掴
め
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。  

核
抑
止
肯
定
へ
の 

怒
り
を
原
動
力
に 

 

 

「ペ
ナ
ン
ト 

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
」の
様
子 

 

核
兵
器
廃
絶
を
願
う
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」(

以
後
、
世
界
大
会)

は
１
９
５
５
年
８
月
に
広
島

市
で
第
１
回
目
が
、
翌
１
９
５
６
年
に
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
、
以
来
毎
年
、
世
界
の
人
々
と
連
帯

し
て
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
や
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
大
き
な
流
れ
に
発
展
し
て
い
ま
す
。 

自
身
の
被
爆
体
験
を
語

り
、
核
兵
器
廃
絶
を
強

く
訴
え
る
サ
ー
ロ
節
子

さ
ん 

非
人
道
的
・
核
兵
器 

そ
の
廃
絶
を
求
め
て
・
・ 

 

被
爆
者
へ
寄
り
添
う 

支
援
の
手
を 

  

全
日
程
を
通
じ
て
、
日
本

政

府

の
「
核

抑

止
論
」
肯

定
・
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

無
視
へ
の
怒
り
、
核
兵
器
廃

絶
へ
の
力
は
被
爆
者
の
証
言

で
あ
る
が
被
爆
者
は
平
均
年

齢

85
才
と
高
齢
で
、
私
た

ち
が
被
爆
の
追
体
験
を
リ
ア

ル
に
実
態
と
し
て
掴
み
、
伝

え
続
け
て
い
こ
う
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。 

 

広
島
自
治
労
連
と
し
て

「
核
兵
器
廃
絶
」
運
動
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

ヒロシマデー集会にて 核兵器廃絶を訴える広島のメンバー 

被
爆
体
験
を
つ
な
ぎ
、 

核
廃
絶
運
動
強
化
を
！ 

 

 

  

（１）官民較差 3869円（0.96％）。 

 年収で約3.3％の給与改善   

（２）初任給引き上げ 

 高卒：約８％・12000円、大卒：約６％・11000円引き上げ  

（３）一時金引き上げ 

 年間0.10月分引上げ。再任用職員は年間0.05月分。 

（４）テレワークについて 

 テレワーク中心の働き方をする職員について光熱・水道費などの 

負担軽減のため、在宅勤務手当新設：月額3000円 

 

 

 ●人材確保、個々の成長を通じた組織パフォーマンス向上、働き

方やライフスタイルの多様化への対応について検討するとしてい

るが、能力・成績主義を強化するのではなく、生計費原則による、

誰もが安心して公務に専念できる給与制度を目指すべきである。 

2023人事院勧告・給与勧告のポイント 

広島自治労連第34回定期大会・オンライン併用開催 
  ■ 2023年10月15日（日）13時～17時 

 ■ アステールプラザ7階・国際会議室 

 ■ 内容：経過報告、予算・決算、運動方針案、秋闘方針案 

 ■ 各単組、補助組織から積極的な発言をお願いいたします。 

  

給与制度のアップデート概要 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２３年８月１５日号  

● 単組の定期大会・定期総会を開催しました ● 

 

７
月
８
日
、
療
育
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
第

51

回
定
期
大
会
を
開
催
。 

今
年
度
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
、
65
名
が
参

加
。
執
行
委
員
長
は
、

組
合
運
動
の
妨
げ
だ
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置

づ
け
が
、
５
月
８
日
か

ら
「
５
類
」
に
移
行
さ

れ
、
本
格
的
な
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
社
会
と
な
っ
た

た

め
、
感

染

に

留

意

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
な
か
っ
た
組
合
の

集
会
や
行
事
が
少
し
で

も
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
挨
拶
。 

 
各
議
案
の
他
、
青
年

部
作
成
の
組
合
加
入
用

動
画
を
披
露
、
組
織
拡

大
に
向
け
取
り
組
む
意

気
込
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

７
月
23
日
、
第
１
１

１
回
定
期
大
会
を
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
中
会

議
室
に
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
ま
し

た
。 

 

各
支
部
協
議
会
か
ら

は
、
欠
員
状
況
や
現
業

職
の
正
規
職
員
不
採

用
、
職
員
の
高
齢
化
問

題
、
定
年
延
長
に
向
け

て
の
取
り
組
み
状
況
の

報
告
さ
れ
、
「
給
食
ま

つ
り
」
の
告
知
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

組
織
拡
大
に
つ
い
て

は
、
職
員
交
流
の
企
画

を
具
体
化
し
、
風
通
し

の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

議
案
は
全
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。 

７
月
25
日
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
で
第
28
回
総

会
を
開
催
し
、
財
団
職

員
の
労
働
条
件
や
青
少

年
教
育
施
設
の
現
状
な

ど
を
情
報
共
有
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
今
回
は
、
奈
良

市
の
公
民
館
の
現
状
を

知
る
機
会
を
設
け
春
日

公
民
館
の
館
長
か
ら
奈

良
市
の
公
民
館
が
統
廃

合
さ
れ
よ
う
し
て
い
る

状
況
な
ど
を
聞
き
、
参

加
者
は
、
広
島
市
の
公

民
館
も
他
人
事
で
は
な

い
危
機
感
を
募
ら
せ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
職

員
が
団
結
し
て
職
場
の

環
境
改
善
な
ど
、
一
層

努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
再
認
識

を
し
ま
し
た
。 

 

８
月
８
日
、
広
島
市

労
連
室
で
第
15
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

今
年
４
月
に
地
方
自

治
法
が
改
正
さ
れ
、
勤

勉
手
当
の
支
給
が
来
年

度
か
ら
で
き
る
よ
う
に

な

り

ま

し

た

が
、
住

居
・
扶
養
手
当
な
ど
は

制
度
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
退
職
手
当
の
支
給

も
大
き
な
課
題
で
、
正

規
と
の
給
与
格
差
も
大

き
く
課
題
は
山
積
み
で

す
。 

 

「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
を
合
言
葉
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
大
会
を
終

わ
り
、
そ
の
後
、
参
加

者
の
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。 

広
島
市
ひ
と
・
ま
ち
労
組 

広
島
市
職
員
労
働
組
合 

広
島
県
福
祉
事
業
団
労
組 

広
島
市
会
計
年
度
労
組 

７
月
29
日
か
ら

31
日
ま

で
福
島
県
郡
山
市
磐
梯
熱

海
で
「
語
り
あ
お
う
、
子

ど

も

の

命

と

育

ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
第

55
回
全
国

保
育
団
体
合
同
研
究
集
会

が
開
催
さ
れ
、
初
日
は
会

場
参
加
１
１
０
０
人
超
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
て
７

０
０
０
人
に
迫
る
参
加
者

が
集
い
ま
し
た
。 

基
調
報
告
で
は
全
国
保

育
団
体
連
絡
会
会
長
の
大

宮
勇
雄
さ
ん
が
、
日
本
の

保
育
士
は
子
ど
も

30
人
に

保
育
者
１
人
と
い
う
配
置

基
準
（
５
歳
児
、
幼
稚
園

も

含

め

た

平

均

値
）
だ

が
、
世
界
の
共
通
認
識
は

１
ク
ラ
ス

15
人
で
常
時
複

数
保
育
者
で
の
保
育
で
あ

り
、
日
本
の
保
育
士
の
働

き
方
は
世
界
で
一
番
過
酷

で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。 30

日
は
分
科
会
や
講
座

に
分
か
れ
学
び
、
交
流
し

ま
し
た
。 

特
別
企
画
「
ふ
く
し
ま

に
住
み
続
け
て 

２
０
１

１
年
３
・
１ 

あ
の
日
か
ら

12
年
」
で
は
、
５
人
の
保

育
者
や
保
護
者
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
、
子
ど
も
の
育

ち
を
ど
う
守
っ
て
き
た

か
、
保
育
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
交
流
し
ま
し
た
。 

保
育
者
の
思
い
を
く
み

取
り
な
が
ら
保
育
す
る
大

切
さ
や
、
長
ら
く
制
限
さ

れ
て
き
た
外
遊
び
の
回

復
、
そ
し
て
保
育
者
の
処

遇
改
善
等
の
課
題
が
見
え

て
き
ま
し
た
。 

●広島自治労連秋の組織集会 

 「仲間を増やして、賃金引上 

 げ、人員増を勝ち取ろう」 

●自治体・関連職場で働く臨時・

パート・嘱託・会計年度任用職員

2023学習総決起集会 

「誰もが生活できる賃金へ」 

広島自治労連 

連続学習会① 

７
月

11
日(

火)

、
広

島
自
治
労
連
連
続
学
習

会
の
１
回
目
が
広
島
自

治
労
連
会
議
室
を
キ
ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

に

会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
さ
れ
、

24
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

講
師
に
広
島
大
学
大

学
院
先
進
理
工
系
科
学

研
究
科
教
授
の
小
野
寺

真

一

さ

ん

を

迎

え
、

「
温
暖
化
と
水
環
境
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
約
１
時
間
の
講
演

で
知
識
を
深
め
た
後
、

感
想
や
質
問
な
ど
を
通

し
て
の
交
流
も
行
い
ま

し
た
。 

講
演
の
中
で
は
、
私

た
ち
の
生
活
が
夜
型
に

な
る
こ
と
で
昼
夜
絶
え

ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ

れ
、
そ
の
供
給
の
た
め

に

化

石

燃

料

を

燃

や

し
、
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
が
「
地
球
温
暖

化
」
に
繋
が
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。 

ま
た
、
近
年
注
目
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
豪
雨

災
害
に
つ
い
て
は
、
降

水
量
が
増
え
て
い
る
た

め

に

被

害

が

大

き

く

な
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
の

と

こ

ろ

そ

う

で

は

な

く
、
瀬
戸
内
地
方
は
６

年
に
１
度
は
渇
水
の
危

機
に
な
っ
て
お
り
、
単

純
に
降
水
量
の
増
加
が

災
害
に
繋
が
っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
こ
と
も
学

び
ま
し
た
。 

普
段
わ
か
っ
た
つ
も

り
に
な
っ
て
い
た
身
近

な
「
水
」
の
問
題
に
つ

い
て
、
数
多
く
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
学
び
の
多
い
学
習

会
と
な
り
、
２
回
目
以

降
の
開

催
に
も

期
待
し

て
い
ま

す
。 

広島市職労の平田和弘さん、 

広島市社会福祉事業団労組の鈴木秀

穂さんの証言も掲載されています。 

小野寺真一教授 

基
調
報
告
者 

大
宮
勇
雄
さ
ん 


